
    (1)　平成３１年（２０１９年）1月２６日　発行　 　　第１１号

　　　　　事　業　計　画

　　　　　　　　　　平成３０年度

　１．会組織の充実と拡大及び会員間の交流企画
　　　　総会、懇親会を年1回開催
　　　　「ゴルフ同好会」 の交流会企画
　　　　「歩く会」 の活動と充実
　　　　会員の募集活動　（美郷町駐在員配置、他）
　　　　会員の皆さまへ美郷町広報誌送付

関西美郷会ホームページ更新

　２．美郷町との交流の企画・推進
　　　　美郷町児童の大阪ツアーの計画
　　　　美郷町主催の各種イベントに関する協力
　　　　参加（サミットへの参画）
　　　　ふるさと祭りへの参画バスツアー計画
　　　　観光サポーターによる都市交流人口拡大推進　
　　　　美郷町特産品の販売促進協力

　３．近畿島根県人市町村会との組織交流
　　　近畿島根県人会の企画に参加
　　　在関西の江津会、川本会、邑南会との
　　　組織交流

　４．「関西美郷会だより」の発行と内容充実

　５．会員名簿の更新・整備

　６．その他

　　　　　関西美郷会第１１回総会
　　　　　　総　会　会　次　第
　１．開会の辞

　２．会長挨拶

　３．来賓紹介
　　　美郷町教育長様 関西江津会様
　　　美郷町議会議長様 関西川本会様
　　　美郷町議会議員様 関西石見会様
　　　美郷町商工会長様 沢谷地域連合自治会様
　　　JA島根おおち担当理事様 美郷町議会議員様
　　　美郷町教育長様
　　　美郷町役場定住推進課長様
　　沢谷地域連合自治会長様　　
　４．来賓代表祝辞
　　　田邊教育長様   　　１．美郷町役場　　　　　　　 1００，０００円
　 　　２．ご祝儀　　　　　　　　　　 ３１１，０００円
　５．祝電披露 関西江津会 島根県大阪事務所

　 関西川本会 関西邑南会
　６．議事 　　 北野佐世子 田部月丸

①平成２９年度　事業報告に関する件 保田栄昭 石田政登
　 ②平成２９年度　決算報告に関する件 　 木村健茂 安田武雄

③平成２９年度　監査報告に関する件 　 関本隆徳 菅原千恵人
④平成３０・３１年度　役員改選に関する件 　　 中村嘉男 新田定正
⑤平成３０年度事業計画に関する件 　　　　松代登 井原修三

⑥平成３０年度予算案に関する件 　　 有井英司 田中直幸

小笠原達雄 三東美智子

　　 中田一宗
　７．その他 　　 合阪マスエ

その他
　８．閉会の辞 （神楽花含む） （順不同、敬称略）

関西美郷会だより

石楠花（美郷町花）

第　１１　号

神
楽
団
の
ご
厚
意
に
よ
り
観
客
は
初
め
て

神
楽
団
に
よ
る
葛
城
山
と
戻
り
橋
の
演
目

　
懇
親
会
最
大
の
お
楽
し
み
は

、
郷
土
伝

乾
杯
の
掛
け
声
と
共
に
待
ち
に
待

っ
た
懇

懇
親
会
の
準
備
が
厳
か
に
進
行
中
は
暫
し

あ
り
満
場
一
致
で
了
承
さ
れ
総
会
は
午
前
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ま
し
た

。

会
場
に
は

、
故
郷
の
特
産
品
の
販
売
も
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か
な
光
景
も
見
ら
れ
ま
し
た

。

刀
剣
館
で
の
写
真
を
添
付
し
ま
す

。

衣
装
を
身
に
ま
と
い
記
念
撮
影
す
る
和
や

切
れ
味
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た

。

又
刀
剣
館
の
前
で
真
剣
で
の
実
演
も
行
わ
れ

、
そ
の

囃
子
に
乗

っ
て
精
悍
な
舞
は
圧
巻
で
し
た

。

に
揃

っ
て
お
り
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た

。

豪
華
衣
装
を
見
に
ま
と
い

。
笛
と
太
鼓
の

そ
の
制
作
技
術
や
歴
史
な
ど
興
味
深
い
資
料
が
豊
富

が
披
露
さ
れ
ま
し
た

。

館
内
で
は

、
様
々
な
刀
剣
類
が
陳
列
さ
れ
て
い
た
り

た
ら
と
刀
剣
館

」
に
到
着
し
ま
し
た

。

統
芸
能
の
石
見
神
楽
で
す

。
今
年
は

、
都

お
ろ
ち
ル
ー

プ
を
経
由
し

、
観
光
名
所
で
あ
る

「
た

し
い
旅
を
終
わ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た

。
感
謝
で
す

。

し
た

。
中
国
自
動
車
道
路
の
東
郷
I
C
で
下
車
し

、

し
の
故
郷
を
後
に
し
ま
し
た

。
途
中
何
事
も
無
く
楽

親
会
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た

。

見
事
に
錦
を
織
り
な
し
素
晴
ら
し
い
光
景
の
連
続
で

員
で
記
念
写
真
を
撮

っ
た
後
バ
ス
に
乗
車
し

、
懐
か

お
酒
を
楽
し
み
ま
し
た

。
車
窓
か
ら
見
え
る
山
々
は

祭
り
の
最
中
で
し
た
が
午
後
二
時
三
十
分
に
は

、
全

の
休
憩
タ
イ
ム
が
あ
り
ま
し
た
が
程
な
く

心
づ
く
し
の
料
理
を
頂
き
な
が
ら

、
会
で
用
意
し
た

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す

。

バ
ス
内
で
は
何
時
も
の
様
に
参
加
女
性
の
方
持
参
の

し
た
く
て
毎
年
ふ
る
さ
と
祭
り
に
参
加
し

、
帰
省
す

十
一
時
三
十
分
に
無
事
終
了
し
ま
し
た

。

郷
美
郷
町
を
め
ざ
し
出
発
を
し
ま
し
た

。

ま
す

。
年
に
一
度
彼
ら
と
幼
い
こ
ろ
の
思
い
出
話
を

し
か
し
小
学
生
時
代
の
同
級
生
が
数
人
在
住
し
て
い

梅
田
に
集
合
し

、
秋
晴
れ
の
中
バ
ス
で
懐
か
し
い
故

ま
し
た

。
そ
の
後

、
役
員
改
選
の
提
案
が

　
現
在

、
美
郷
町
に
は
親
戚
縁
者
は
あ
り
ま
せ
ん

。

平
成
三
十
年
度
の
事
業
計
画
が
報
告
さ
れ

熱
す
れ
ば
自
然
と
殻
が
割
れ
美
味
し
く
頂
け
ま
す

。

 
 
 
 
 
 
　
　
中
村
　
嘉
男
　

（
君
谷
出
身

）

十
一
月
十
日
の
朝
七
時
三
十
分
参
加
者
二
十
一
名
が

住
の
美
郷
町
出
身
者
を
は
じ
め

、
美
郷
町

唱
し

、
次
年
度
の
再
開
を
誓
い
な
が
ら

る
コ
ー

ナ
ー

を
発
見
し

、
早
速
試
食
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

平
成
二
十
九
年
度
の
事
業
決
算
報
告
及
び

九
名
で
し
た

。

す

。
こ
れ
を
封
筒
に
入
れ
電
子
レ
ン
ジ
で
一
分
も
過

来
賓
の
方
が
多
数
参
加
さ
れ
ま
し
た

。

尚

、
当
日
の
参
加
者
は
合
計
で
百
八
十

毎
回
買
う
も
の
は
決
め
て
い
ま
す

。
そ
れ
は
銀
杏
で

　
　
バ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て

に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

。
関
西
在

最
後
に
全
員
で

、
”
ふ
る
さ
と
”
を
合

僕
は
そ
の
間

、
イ
ノ
シ
シ
鍋
を
無
料
で
配
布
し
て
い

阪
西
区
に
あ
る
北
京
料
理
の
店

「
徐
園

」

ー

ド
は
最
高
潮
に
達
し
ま
し
た

。

奏
し
二
百
個
の
商
品
は
完
売
し
ま
し
た

。

美
郷
町
　
ふ
る
さ
と
祭

か
ら
は
町
会
議
員
を
は
じ
め

、
教
育
長
他

閉
会
と
な
り
ま
し
た

。

し
た
り
そ
の
他
の
出
店
巡
り
を
繰
り
返
し
ま
し
た

。

行
わ
れ
て
お
り

、
”
ひ
ら
餅
”

、
”
カ

可
愛
い
園
児
た
ち
に
よ
る
遊
戯

、
餅
つ
き
や
駕
籠
か

年
三
月
十
八
日

（
日

）
午
前
十
一
よ
り
大

に
一
喜
一
憂
す
る
光
景
も
見
ら
れ

、
ム

引
き
に
な

っ
て
お
り

、
販
売
員
の
営
業
努
力
が
功
を

関
西
美
郷
会
第
十
一
回
総
会
が
平
成
三
十

で
は

、
当
選
の
名
札
を
呼
ば
れ
る
た
び

販
売
し
ま
し
た

。
一
個
に
つ
き
百
円
の
風
船
は
く
じ

関
西
美
郷
会
第
１
１
回
総
会

第１１回総会時助成金及び祝儀

焼
き
な
ど
の
オ
ー

ド
ブ
ル
を
摘
ま
み
に
美
酒
に
酔
い

島
美
郷
会
の
会
長
挨
拶
の
後
は

、
地
元
産
ア
ユ
の
塩

長
に
よ
る
歓
迎
挨
拶
に
始
ま
り

、
関
西
美
郷
会

、
広

”
ふ
る
さ
と
ラ

ッ
キ
ー

プ
レ
ゼ
ン
ト
”
な
ど

集
の
呼
び
か
け
を
し
た
り

、
様
々
な
風
船
グ

ッ
ズ
を

マ
ボ
コ
”
な
ど
に
人
気
が
集
中
し
て
い

き
競
技
等
が
祭
り
ム
ー

ド
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た

　
恒
例
の
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

。
嘉
戸
新
町

庭
の
周
囲
に
は
出
店
が
勢
ぞ
ろ
い
し

、
く
す
玉
割
り

、

よ

っ
て
ふ
る
さ
と
祭
り
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た

。
校

　
十
一
日

（
日

）
午
前
九
時
三
十
分

、
開
会
宣
言
に

し
れ
る
ひ
と
時
で
し
た

。

関
西
美
郷
会
の
コ
ー

ナ
ー

で
は

、
積
極
的
に
会
員
募

都神楽団による「葛城山」懇親会風景

たたらと刀剣館の前で撮影(2018.11.10)



て
和
や
か
に
行
っ

て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
、

積
極
的
な

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

。

い
き
ま
す

。
夏
の
子
供
大
阪
体
験
ツ
ア
ー

、
十
一
月
の
産
業

祭

「
み
さ
と
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

」
に
バ
ス
を
貸
し
切

っ
て
二

日
間
参
加
し

、
共
に
交
流
を
図

っ
て
い
き
ま
す

。
会
員
の
皆

様
と
の
交
流
は

、
年
一
度
の
総
会
と
懇
親
会

、
懇
親
会
で
は

今
年
の
石
見
神
楽
は
千
原
神
楽
団
様
に
舞

っ
て
頂
き
ま
す

。

年
行
事
と
し
て
は

「
歩
く
会

」
を
時
期
に
沿

っ
た
行
動
を
し

　　第１１号 　　　　　関西美郷会だより
　
故
郷
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
・
富
士
三
次
Ｃ
Ｃ
二
三
名
参
加

携
帯
番
号
：
0
9
0
 
1
8
9
5
 
9
0
2
5

＊
 
八
月
一
二
日

（
日

）
第
一
一
回
美
郷
町
・
関
西
美
郷
会

（
事
務
局
：
石
田

）

　
氏

（
美
郷
会

）
三
位
　
林
　
寿
男
氏

（
川
本
会

）

電
話
下
さ
い

。

　
加
　
優
勝
　
竹
下
静
登
氏

（
美
郷
会

）
二
位
　
中
村
嘉
男

ま
す

。
先
ず
は

、
左
記
の
事
務
局
ま
で
気
軽
に
お

幅
広
く
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

。
毎
年
恒
例
の

　
個
人
Ｇ
シ
ニ
ア
二
位
　
木
村
健
茂
氏
・
団
体
の
部
　
関
西

　
会
ゴ
ル
フ
大
会
・
山
の
原
Ｇ
Ｃ
恋
里
コ
ー

ス
・
一
六
名
参

兄
弟
・
子
供

、
親
戚

、
知
人
の
紹
介
を
お
願
い
し

＊
 
五
月
一
六
日

（
水

）
第
二
十
一
回
郡
親
睦
・
関
西
美
郷

い
イ
ベ
ン
ト
が
て
ん
こ
盛
り
で
す

。
関
西
在
住
の

　
親
睦
Ｇ
大
会
箕
面
Ｇ
Ｃ
九
六
名
参
加

（
美
郷
会
か
ら
七
名

）
・
個
人
Ｇ
シ
ニ
ア
二
位
　
木
村
健
茂
氏
・
　
　
　
　
団
体
の
部
　
関
西
美
郷
会
Ｂ
・
五
位

（
木
村
健
茂
・
中
田
一
宗
・
田
中
直
幸
関
西
美
郷
会
で
は

、
若
者
か
ら
シ
ニ
ア
世
代
ま
で

　
美
郷
会
Ｂ
・
五
位

（
木
村
健
茂
・
中
田
一
宗
・
田
中
直
幸

＊
 
四
月
五
日

（
木

）
第
五
一
回
近
畿
島
根
県
市
町
村
人
会

石
見
神
楽
の
実
演
や
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
な
ど
の
楽
し

　

「
大
桝

」
　

（
木
村
健
茂
出
席

）

　
会
親
睦
Ｇ
大
会
　
実
行
委
員
会
　
　
Ｊ
Ｒ
玉
造
駅
前

＊
 
二
月
一
六
日

（
金

）
第
五
一
回
近
畿
島
根
県
市
町
村
人

平
成
三
十
年
度
の
活
動
報
告

願

っ
て
や
み
ま
せ
ん

。

祈
り
す
る
と
共
に
安
心
・
安
全
な
国
作
り
の
実
現
を

問
合
せ
先
；
０
９
０

‐
８
９
８
１

‐
５
６
４
７

（
木
村
健
茂

）

ま
し
た

。
被
災
さ
れ
た
方
の
１
日
も
早
い
復
興
を
お

好
会
に
入
会
し
て
頂
き

、
会
を
盛
り
上
げ
て
頂
き
た
い

。

　

美
郷
町
に
お
い
て
も
甚
大
な
被
害
が
生
じ
て
し
ま
い

が
減
り

、
四
組
十
六
名
と
少
な
く
な

っ
て
来
て
い
ま
す

。
同

　

雨

、
台
風
２
１
号
と
北
海
道
胆
振
地
震
で
す

。

関
西
美
郷
会
ゴ
ル
フ
同
好
会
の
活
動
報
告

、
年
々
メ
ン
バ
ー

年
で
も
あ
り
ま
し
た

。
大
阪
北
部
地
震

、
西
日
本
豪

同
好
会
幹
事
　
　
　
　
木
村
健
茂
・
田
中
直
幸
・
安
田
武
雄

　

今
年
は
記
録
的
な
自
然
災
害
が
日
本
列
島
を
襲

っ
た

　
ま
し
た

。
参
加
者
は
十
四
名
で
し
た

。

　
あ
る
柿
の
木
オ
ー

ナ
ー

柿
農
園
で
　
柿
狩
り
を
楽
し
み

　
南
海
電
車
難
波
駅
よ
り
乗
車
し
て

、
和
歌
山
九
度
山
町
に

　
最
後
に

、
会
員
の
皆
様
と
の
交
流
の
輪
を
広
げ

、
未
来
に

　
柿
狩
り
の
の
為
に
前
も

っ
て

、
選
木
に
行

っ
て
き
ま
し
た

。
　
節
分
に
か
け

、
一
段
と
寒
さ
が
増
し
て
く
る
頃
に

希
望
と
魅
力
の
あ
る
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す

。

海
遊
館
の
見
学
や
買
い
物
を
楽
し
み
ま
し
た

。

二
日
間
の
子
供
達
の
ス
ナ

ッ
プ
写
真
を
掲
載
し
ま
す

。

☆
第
三
回
　
十
一
月
十
八

（
日

）

な
り
ま
す

。
皆
様
ど
う
ぞ
ご
自
愛
く
だ
さ
い
ま
せ

。

　
参
加
者
人
数
は
十
二
名
で
し
た

。

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

。

間
”
夏
休
み
大
阪
体
験
交
流
ツ
ア
ー

”
に
参
加
し
て
く
れ
ま

ご
指
導
・
ご
提
言
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

、
よ
ろ
し

し
た

。
一
日
目
は
甲
子
園
の
ナ
イ
ト
ゲ
ー

ム
を

、
二
日
目
は

☆
柿
狩
り
の
選
木

（
九
月
二
日

（
日

）
）

去
る
七
月
二
十
六

（
木

）
か
ら
七
月
二
十
七

（
金

）
の
二
日

　
花
博
記
念
公
園
鶴
見
緑
地
を
散
策
し
ま
し
た

。

た
し
ま
し
た
嘉
戸
町
長
と
と
も
に

、
ど
う
か
今
後
も

て
お
り
ま
す

。
ゴ
ル
フ
同
好
会
も
年
二
回
開
催
し
腕
を
競

っ

　
昨
夏
邑
智

、
大
和
小
学
校
の
元
気
な
子
供
達
二
十
五
名
が

☆
第
二
回
　
六
月
二
十
四

（
日

）

い
存
在
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す

。
十
一
月
に
就
任
い

　
し
た

。
参
加
者
は

、
十
八
名
で
し
た

。

後
に
新
し
い
風
を
吹
き
込
ん
で
く
だ
さ
る

、
頼
も
し

　
談
笑
し
な
が
ら
の
昼
食
が
空
腹
を
充
分
満
た
し
て
く
れ
ま

ま
さ
に
こ
の

「
関
係
人
口

」
と
し
て

、
美
郷
町
の
今

人
々
の
こ
と
を
言
い
ま
す

。
関
西
美
郷
会
の
皆
様
は

　
散
策
し

、
満
開
の
桜
を
思
う
存
分
に
堪
能
し
ま
し
た

。

 
大
川
に
沿

っ
て

、
天
満
橋
か
ら
桜
ノ
宮
の
大
川
端
ま
で
を

か
わ
り
を
持
ち

、
町
の
あ
り
方
に
変
化
を
も
た
ら
す

ご
ざ
い
ま
す

。

☆
第
一
回
　
四
月
一
日

（
日

）

と
い

っ
た
枠
組
み
を
超
え

、
美
郷
町
と
何
ら
か
の
か

西
美
郷
会
も
町
と
の
交
流
を
更
に
密
に
し
て
発
展
を
図

っ
て

　
人
会
親
睦
Ｇ
大
会
箕
面
Ｇ
Ｃ

　
月
に
有
志
に
よ
る
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た

。

考
え
方
が
出
て
き
て
い
ま
す

。
こ
れ
は
移
住
や
観
光

大
和
荘
が
閉
館
し
て
お
り
ま
す
が

、
こ
れ
ま
で
以
上

ら
し
ま
し
た

。
天
災
も
含
め
安
心
出
来
る
社
会
を
望
む
と
こ

＊
 
八
月
十
三
日

（
火
・
振
替

）
第
一
二
回
美
郷
町
・
関
西

来
町
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

。
二
〇
二
〇
年
ま
で
は

交
流
の
あ
る
町

」
を
目
指
す
指
針
を
掲
げ
ら
れ
ま
し
た

。
関

＊
 
十
一
月
？
日

（
木

）
第
五
三
回
近
畿
島
根
県
市
町
村

　
本
年
”
歩
く
会
”
同
好
会
で
は
四
月

、
六
月

、
十
一

　
昨
今
は

「
関
係
人
口

」
と
い
う
新
し
い
言
葉
・

任
さ
れ

、

「
活
気
あ
ふ
れ
る
明
る
い
町

」
「
町
外
と
活
発
な

　
ゴ
ル
フ
大
会

は

、
潮
位
に
よ
る
駐
車
中
の
車
火
災
等
大
変
な
被
害
を
も
た

　
ゴ
ル
フ
大
会

活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
お
か
げ
多
く
の
方
に
ご

　
　
　
「
歩
く
会
」
だ
よ
り

　
ふ
る
さ
と
美
郷
町
に
嘉
戸
隆
新
町
長
が
一
一
月
四
日
に
就

＊
 
十
月
二
四
日

（
水

）
第
二
四
回
郡
親
睦
・
関
西
美
郷
会

に
交
流
人
口
の
拡
大
に
期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ろ
で
す

。

　
美
郷
会
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

水

、
空
港
閉
鎖

、
貨
物
船
の
連
絡
橋
衝
突
破
壊

、
神
戸
港
で

＊
 
五
月
二
二
日

（
水

）
第
二
三
回
郡
親
睦
・
関
西
美
郷
会

と
な
り
ま
し
た

。
サ
ポ
ー

タ
ー

の
皆
様
が
積
極
的
に

北
部
の
地
震
・
台
風
で
は

、
関
西
空
港
で
は
潮
位
に
よ
る
浸

　
　
人
会
親
睦
Ｇ
大
会
　
箕
面
Ｇ
Ｃ

　
ま
た

、
美
郷
町
観
光
サ
ポ
ー

タ
ー

事
業
も
五
年
目

で
被
害
が
発
生

、
九
月
に
台
風
二
一
号

、
特
に
関
西
で
は

、

＊
 
四
月
一
八
日

（
木

）
　
第
五
三
回
近
畿
島
根
県
市
町
村

計
画
で
す

。

北
部
地
震
・
七
月
に
西
日
本
豪
雨
・
美
郷
町
も
江
の
川
氾
濫

　

が
増
え
て
お
り
ま
す

。
今
後
も
建
設
を
進
め
て
い
く

朝
鮮
半
島
の
完
全
非
核
化
が
話
し
合
わ
れ
た

。
六
月
に
大
阪

　
平
成
三
十
一
年
度
活
動
予
定

す
で
に
い
ら

っ
し
ゃ
り

、
新
た
に
美
郷
町
と
の
ご
縁

　
今
年
は

、
ア
メ
リ
カ
と
北
朝
鮮
の
歴
史
的
な
首
脳
会
談
で

た
し
ま
し
た

。
関
西
圏
域
か
ら
も
移
住
さ
れ
る
方
が

で
以
上
に
頑
張

っ
て
活
動
を
続
け
て
参
り
ま
す

。

　
己
・
竹
下
美
智
恵
・
田
中
直
幸

）

ま
で
八
棟
す
べ
て
に
お
い
て
ほ
ぼ
入
居
者
が
決
定
い

さ

っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
心
強
く
感
動
し

、
役
員
一
同
今
ま

　
下
静
登
・
木
村
健
茂

）
関
西
美
郷
会
B
十
四
位

（
橋
本
克

い
た
し
ま
し
た
若
者
定
住
住
宅
で
す
が

、
お
か
げ
さ

　
か
ら
六
名
参
加

）
個
人
レ
デ
ィ
ス
五
位
　
竹
下
美
智
恵
氏

力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

。

皆
様
方
が
交
流
に
関
心
を
寄
せ
ら
れ
て
会
を
盛
り
上
げ
て
下

　
・
団
体
の
部
　
関
西
美
郷
会
Ａ
・
十
位

（
中
田
恵
作
・
竹

　
さ
て

、
一
昨
年
こ
ち
ら
で
も
募
集
の
お
知
ら
せ
を

お
り
ま
す

、
昨
年
も
一
八
〇
名
の
ご
参
加
を
頂
き

、
会
員
の

　
寒
気
厳
し
き
折
柄

、
皆
様
に
は
お
か
わ
り
ご
ざ
い

一
二
回
目
の
総
会
を

、
三
月
一
七
日
の
日
曜
日
に
計
画
し
て

　
人
会
親
睦
Ｇ
大
会
・
箕
面
Ｇ
Ｃ
・
八
二
名
参
加

（
美
郷
会

ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か

。
平
素
は
美
郷
町
行
政
に
ご
協

　
関
西
美
郷
会
は
一
昨
年
設
立
一
〇
周
年
を
迎
え

、
今
回
で

＊
 
十
一
月
一
五
日

（
木

）
第
五
二
回
近
畿
島
根
県
市
町
村

　
　
　
　
　
　
美
郷
町
役
場
　
定
住
推
進
課

 
 
 
 
 
 
 
 
 
関
西
美
郷
会
会
長
　
木
村
健
茂

　
加
　
優
勝
　
竹
下
静
登
氏

（
美
郷
会

）
二
位
　
竹
下
美
智

　
恵
氏

（
美
郷
会

）
三
位
　
木
村
健
茂
氏

（
美
郷
会

）

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

。

　
　
関
西
美
郷
会
の
皆
さ
ん
へ

　
ゴ
ル
フ
大
会
・
山
の
原
Ｇ
Ｃ
・
恋
里
コ
ー

ス
・
十
六
名
参

＊
 
十
月
二
四
日

（
水

）
第
二
二
回
郡
親
睦
・
関
西
美
郷
会

　
　
ふ
る
さ
と

　
　
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
粕
渕

）

（
美
郷
会
か
ら
五
名

）
優
勝
　
菅
原
千
恵
人
氏

（
美
郷
会
・

会
員
募
集

こ
ち
ら
事
務
局

ゴ
ル
フ
同
好
会

夏
休
み
大
阪
体
験
交
流
ツ
ア
ー

１日目：甲子園でナイター観戦

１日目：甲子園でナイター観戦

２日目：全員で記念撮影

２日目：海遊館の見学

九度山の柿狩りで全員集合

天満橋大川の桜並木


